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社会活動センター・シナピスは平和を実現する使命に向けて生きる人びとを応援します 

2023 
クリスマス 

年間テーマ ~ 平和を目指してともに歩もう ~   

◆広報活動  
 ・教皇メッセージ、司教団メッセージ等 
  社会活動の指針の伝達 
 ・読者と教会内外の社会活動をつなぐ 

機関誌としてシナピスニュースを発行   
◆大阪高松教区・社会活動委員会との連携 
◆学習会研修会の企画 
◆こども基金 
 世界・日本のこどもたちへの援助 
◆日本カトリック司教協議会との連携 
 正義と平和協議会、難民移住移動者委員会、 

カリタス、部落差別人権委員会に委員を派遣 
◆人権教育の講師を務めるなど教育機関への 

働きかけ 
◆難民移住移動者支援 
 難民移住移動者の暮らしやすい社会を目指して 
  難民移住移動者 相談ダイヤル 
    ☎ 06-6941-4999 

〒540-0004 大阪市中央区玉造 2-24-22 
カトリック大阪高松大司教区事務局

内 

アクセス 

●公共交通機関ご利用の場合 

JR森ノ宮駅より 約 1000m 

地下鉄中央線森ノ宮 2番出口より  約 800m 

JR玉造駅より  約 1000m 

地下鉄長堀鶴見緑地線玉造 1番出口より約 800m 

●車でお越しの場合  

阪神高速１３号東大阪線法円坂出口  

法円坂交差点南へ上町を東へ 

 
活動へのご支援ご協力をおねがいします 
□郵便振替 00960-7-61419 
加入者名 カトリック大阪大司教区シナピス 

□三井住友銀行 玉造支店 普通 9401958 
 カトリック大阪大司教区 シナピス 
 代表役員 前田万葉 
□オンラインはこちら ➡➡➡ 
    

▽▲▽ シナピスの主な活動 ▽▲▽ 

地上でもっとも小さいといわれている種子、 
それがシナピス(からし種)です。 
イエスは神の愛がすべての人におよび、 
互いに尊重し合い、 
愛し合うように願って平和の種をまき、 
やがて鳥が巣をつくるほどの大きな木になると 
約束しました。 

TEL/06-6942-1784  FAX/06-6920-2203         

Email/sinapis@osaka.catholic.jp  

ホームページ/https://sinapis.osaka.catholic.jp/ 

カトリック大阪高松大司教区 

社会活動センター・シナピス 

難民移住者への支援物資提供も 

よろしくお願いします。 
米、ハラール食品、レトルト食品 、油 

テレフォンカード、レトルトご飯、缶詰 

 
お電話をお待ちしています！ 
☎06-6942-1784 

活動へのご支援ご協力を 
よろしくお願いいたします。 
郵便振替 00960-7-61419 
加入者名 カトリック大阪大司教区シナピス 
 

◀◀◀ HPはこちらから 

https://sinapis.osaka.catholic.jp

/ 

        
シナピス公式 

さまざまなお知らせや情報を発信！ 
友達追加は 👇 QRコードから 👇 

 

    

 

 
ニュースレター配布停止ご希望の方は 
シナピスまでお知らせください。 
 

 

 

 

今年も一年間、ありがとうございました。  

今年は、スタッフが少なくなって危機的な状況か

と身構えましたが、ボランティアの皆さんや私た

ちの活動を支えてくださる皆様のお陰で、シナピ

スらしさを継続することができましたことを感謝

いたします。 

新年もどうぞよろしくお願いいたします。 

  ―シナピス休業と始業のお知らせー 

 休業：12 月 28日（木）～ １月 ８日（月）  

 始業： １月 ９日（火）  

 
 

https://4.bp.blogspot.com/-hOudO5zwA88/VPe0sdb_GNI/AAAAAAAAsKA/Xj77f6_Q-ps/s800/food_flour_komugiko.png
https://2.bp.blogspot.com/-72wUt_Y0obM/W1vhFStEr-I/AAAAAAABNts/EJQWJ1r7YhU0RrDxDtCO4ee3VK2hDg1IwCLcBGAs/s800/cooking_oil_canola.png
https://2.bp.blogspot.com/-qucnshpzNLs/VnE3F0JxwVI/AAAAAAAA1xE/beZmb8DvfUU/s800/kandume_tomato.png
https://www.irasutoya.com/2014/07/blog-post_26.html
https://www.irasutoya.com/2017/05/blog-post_70.html
https://sinapis.osaka.catholic.jp/
https://sinapis.osaka.catholic.jp/
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社会福音化部門長から 

クリスマスメッセージ 
                 

                カトリック大阪高松大司教区 

                          パウロ 酒井俊弘 補佐司教 

去る 10 月に、スペインのサンティアゴ・デ・コンポステーラへ 115 キロメートルを歩く巡礼を 

する機会がありました。 

ほぼ毎日雨が降る中でしたが、カテドラルに到着した時の充実感はそれに見合ったものでした。 

そういった中で、困ったことの一つが「臭い」でした。牛小屋の近くを通ると、強烈な臭いだけでなく、

臭いの元が道に転がっていることも…。 

そういうときに頭に浮かんだのは、「布にくるんで飼い葉桶に寝かせた」（ルカ 2:7）というシーン。 

父なる神は救い主がいつ、どこで、どのように生まれるのかを考えた結果、家畜小屋を選ばれた…。 

マリア様とヨセフ様は精一杯の努力をされたでしょうが、場所柄の臭いだけはどうしようもなかった 

だろうなぁ…と思いあたりました。 

神様が本当に大切にしたいことは何なのか、私たちが本当に大切にしているものと同じなのか…、 

そう自問しながらクリスマスをお祝いしたいものです。 

 

 

 

 

 

アベイヤ司教から 

      クリスマスの挨拶 

               カトリック福岡教区司教 

      ヨゼフ・アベイヤ 

福岡教区のヨゼフ・アベイヤです。 

『シナピスニュース』を通して、毎月皆さんとのつながりを保ち続けていけることは、とても嬉しく 

思います。よろしければ、これからも続けさせていただきたいと思います。 

私たちの心に響く現代社会の様々な課題を、祈りのうちに思いめぐらし、キリスト者として、それらに

関わる知恵を神様に願うことが大切です。 

そこから、諦めることのない活動が生まれてきます。 

新しい年を迎えて、希望をもって歩み続けていきましょう。 

☆アベイヤ司教は､2020 年に福岡に移られてからも毎月『シナピスニュース』の 

 「今月の祈り」を送り続けてくださっています。 

 大阪高松大司教区のことを気遣ってくださいまして、ありがとうございます。 

 感謝です！ 
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シナピス運営委員から 

クリスマスメッセージ 
   

シナピスセンター長   

松浦 謙神父 

今年の教区インターナショナルデー交流会で、大勢の人がマイケル・ジャクソンの 

Heal the world を歌いました。 

試訳をクリスマスの平和と希望のメッセージとして届けます。 

 

 

 

“君の心にある一つの場所。僕は知ってる。それは愛｡･･･恐怖なき世界を作ろう。 

そして一緒に幸せな涙を流そう。この目で見よう、剣を鋤に持ちかえていく世界を。 

僕らはきっとそこに辿り着けるさ。いのちを大切に思えば！この世界を癒そう。 

そしてより良いものにしよう。君のため。僕のため。そして人類みんなのために！“ 

 

               

 

             カリタスジャパン担当  松永 敦神父 

記録に残っているもので、日本国内で捧げられた最初のミサは 1552 年 

山口周防での「主の降誕夜半のミサ」です。 歌ミサ だったそうです。  

今年もご降誕を祝える幸せをあらためて神様に感謝しましょう。 

また、ミサに来たくても何らかの 理由で来られない方々のためにも 

祈りましょう。  

 

 

 

愛と善意の目覚めの時 

                          部落差別人権委員会担当  長崎 壮神父 

主の御降誕おめでとうございます。 

人々の平和が脅かされている世界情勢のなか、今年も降誕祭を迎えました。 

御降誕の馬小屋のまぐさ桶を見ると、そこには周囲の人の善意なしに育って 

いくことのできない無垢な幼子の姿があります。 

幼子イエスは私たちの心に眠っている愛と善意を目覚めさせてくれます。 

これからの一年、あらたに出会う人と愛と善意をもって関わり、 

希望の光を灯すことができますように。 

 

日本で初めての「主の降誕夜半のミサ」 
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Dolce Sentire (やさしい気持ち) 

               外国語司牧責任者  デン二・ワユディ神父 

主のご降誕おめでとうございます。 

アシジの聖フランシスコの“Fratello  sole, sorella luna”（ 太陽はお兄さん  

月はお姉さん）というイタリア語の歌をクリスマスのメッセージにいたします。 

その歌詞の中にあるように、世界平和とイエスが神様の愛の贈り物になりますようにと祈りましょう。 

この歌は Dolce Sentire (やさしい気持ち)です。沈黙しながらこの歌詞を読んでみましょう。 

♫ Dolce Sentire (やさしい気持ち) ♫ 

やさしい気持ち 心の中に  今つつましく 愛が生まれる 

嬉しい悟り 孤独じゃないよ  ぼくも大きな 生命（いのち）の仲間 

周りには 輝くみ恵み  神様の 愛の贈り物 

大きな空と 明るい星たち 太陽はお兄さん 月はお姉さん 

花咲き実る 母なる大地  火と風と 大気と水 

溢れる生命 皆は家族 神様の愛の贈り物 

https://www.youtube.com/watch?v=65P_8xtvA1Q 

 

           

             HAPPY  CHRISTMAS 〈 WAR IS OVER 〉 

障がい者委員会委員長  石井 望神父 

「クリスマスの飾り付けや祝いの準備に時間と労力を使えばつかうほど、本来のキリスト 

降誕のメッセージから遠のいて、却って妨げになっていると感じます。 

かつてある人から、『クリスマスソングなら <これ！> 』と勧められて、ジョン・レノンの 

<ハッピークリスマス (war is over)> を毎年聞くようになりました。 

わたしの <押し> です。」 

 

 

「闇の中を歩む民は、大いなる光を見た」（イザヤ９・１） 

                                   船員司牧・こども基金担当  

エリック・バウチスタ・デ・グスマン神父 

日々の生活の様々な悩みや忙しさなどで、心が鈍くなる人々にとって、 

主のご降誕は、大きな喜びと新たな希望をもたらします。 

飼い葉桶の中にいる幼子は、私たちに真の平和と傷ついた心の癒しを 

与えてくださいます。 

旧約時代の神の民が、救い主の到来を待ち望んでいたように、それに向けて良い準備を 

しましょう。今年のクリスマスも、有意義に迎えられますように。メリークリスマス！ 
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           ワタシタチハニンゲンダ！ 

日本カトリック難民移住移動者委員会担当 

  英
はなふさ

 隆一郎神父 

小さい人びとはこの社会では人間としての存在が隠されていて、 

あたかも存在しないように扱われてしまう。 

大震災の直後、避難所には障がい者の居場所はなかった。 

実際、見捨てられていた。 

コロナ危機の際、野宿者はワクチン接種も給付金ももらえなかった。 

肝心な時、人間として存在していないかのように扱われる。 

そして、技能実習生や難民申請者などの滞日外国人の実態も隠されたままだ。 

彼らの叫び声が声にならないまま、今も響いている。 

「ワタシタチハニンゲンダ！」と。 

その声を聞いて、真摯に関わる時、初めて人間が現れてくる。 

人間と人間がかかわる場が社会であり、教会だ。 

すべての人が人間として生きることができますように。 

 

共にいてくださるイエス様に信頼して 

守護の天使の姉妹修道会  去来川 久代 

わたしが 共にいる 治らなくても よいではないか  

わたしが 共にいる 長患いでも よいではないか 

わたしが 共にいる 何も出来なくても よいではないか 

わたしが 共にいる それでよいではないか 

或る晩 キリストが そう言って下さった 

若くして四人の子どもと夫を残して帰天した牧師夫人の残した詩。「左近潔著作集」より 

クリスマスは、どのような現実の中にも、もうすでに共にいてくださるお方への深い気づきの時。 

黙想会での話で心に残りました。 

希望のうちに共にいてくださるイエスさまに信頼して歩んでいきましょう。 

                       

               

六甲教会  宮内 陽子 

まぶねの中のおさなごは温かく、柔らかく、まったく無防備でした。 

王の迫害のため、おさなごは産後間もない母に抱かれ、父に守られながらエジプトに逃れました。 

私たちもかつては温かく柔らかく無防備な存在でした。 

そして誰かに守られて大きくなり、今ここにいます。 

アドベントのこの時期、まぶねの中のおさなごを目にすると、 

しみじみとそのことを思います。 

すべての人が守られる世の中にしたいとつくづく思います。  
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互いに愛し合いなさい 

社会活動神戸センター  木谷 公士郎 

3 年にわたるコロナ禍による休止を経て、この 12 月 2 日カトリック神戸 

地区のみなさまが当センターの野宿者支援活動を支えるためのチャリティ 

コン  サートを再開してくださいました。休止前の大きく上回る募金が寄せられ、みなさまの温かい 

お気持ちに感謝とともに身の引き締まる思いを新たにいたしました。 

コンサート会場である神戸中央教会主聖堂の入り口には「互いに愛し合いなさい」というみことばが 

刻まれています。主は続けて「互いに愛し合うならば、それによってあなたがたがわたしの弟子であ 

ることを、皆が知るようになる」とおっしゃいます。（あえていえば聖堂の十字架、ステンドグラスや 

馬小屋、それらはもちろん大切なものだとしても、それ以上に）「互いに愛し合う」姿こそが、教会で 

あることの核心的特徴であるということでしょうか。 

パレスチナ・ガザ地区をはじめ空前の人道危機と戦争・紛争が世界中に拡大する中、このクリスマス 

の時期にその意味をあらためてかみしめたいと思っています。主の御降誕おめでとうございます。 

 

 

世界の人々に平和を！  

和泉教会  新田 良子 

「いと高きところでは、神に栄光があるように、 

地の上では、み心にかなう人々に平和があるように」 （ルカ２:14）             

暗く悲しい現実の中で、救いの光があることを心にとめて、日々の生活を送りたいです。 

そして、世界の人々に平和があるように祈ります。 

 

夙川教会  西口 信幸 

「入管法」で年明けを、降誕の地「パレスチナ」の平和への祈りで待降節を 

過ごすこの年、力ある者が支配し、小さないのちへの尊厳が次第に失われ 

つつある今こそ、粘り強く私たちを励ます教皇フランシスコに希望と元気 

をいただいて、諦めることなく、小さな平和の種を蒔く、祈りのキリスト 

共同体となりますように。 

『平和はいつも可能であり、平和の根底にあるのはわたしたちの祈りです。 

平和を広めるのは祈りです。』 

 

阿倍野教会  嶋田 至 

コロナ禍が明けたものの、私たちの社会をめぐるさまざまな問題はますます複雑化し、解決の糸口 

がだんだん見えにくくなっているように思います。このようななか、お祝いメッセージを考えるこ 

とに違和感しか感じない自分に、ちょっと驚いています。 

とはいうものの、だからこそキリストのご降誕を祝うのでしょう。私たちは孤立しておらず、とも 

に集うなかで神様に守られているのだと感じるとき、困難な道でも前に進む力が湧いてくるのだろ 

うと思います。クリスマスおめでとうございます。 
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シナピススタッフから 

クリスマスメッセージ 
 

 

産みの苦しみを思うクリスマス 

                            ビスカルド 篤子 

私が出産した時のことです。陣痛が強まっているのに胎児に臍の緒が絡まって手こずり、 

私は高熱と高血圧をひき起こし、急遽帝王切開に切り替えたのでした。 

あの日、「不衛生な馬小屋で産婆さんもいなかったマリアさん」を思い、どれほど恐怖に 

耐えながら辛いお産を体験しただろうと想像したのを今でも覚えています。 

クリスマスには特別に祈ります。安心安全に出産できない女性をひとりでも減らせるように 

私たちに力をお与えください。 

 

 

 

山田 直保子 

「もう 12 月か！」と、何かやり残したという感覚がざわざわと襲ってきます。 

例年通り、シナピスホームで難民移住者と一緒にクリスマスの飾りつけをしていた時、 

「もう一年経った。早いなぁ」と口にすると、ある人が言いました。 

「私たち何も変わらなかった･･･」と。 

在留許可も出ず、彼らの状況は何も改善されませんでした。 

この「やり残した」という感覚がなぜ起きるのか、当事者たちが教えてくれたような 

気がします。 

「すべての人の心に平等に平和をお与えください。いつか心から笑顔でクリスマスが 

迎えられますように」と、祈らざるをえません。 

 

                                             

 

 

岡田 雅代 

いつもシナピスニュースをお読みいただき、またさまざまな形でご支援をいただきまして、 

ありがとうございます。 

「コロナのせいで△△になってしまった」と、ついつい呟いてしまいがちですが、 

来年は心あらため「コロナのおかげで〇〇になったので良かった」と、前向きな気持ちを 

耕していきたいと思います。 

そして、ほんの僅かでも世界の平和のために働く者となれるように願ってまいります。 




